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本稿では，テレビゲームにおける対人プレイに焦点を当てた脳活動計測事例と
ゲームプレイ前後の人物間親密度変化について報告を行う． 
テレビゲームが一般家庭に普及し始めてから既に 20 年以上が経過し，その登
場当初からテレビゲームが我々の認知活動に与える影響に関して研究が行われ
てきた．しかし，行動観察などが中心であったことや，テレビゲームに含まれ
る要素が多岐に渡るためにその統制が難しく，因果関係の見極めが困難であっ
た．一方で，近年の脳機能イメージング技術の進歩に伴い，テレビゲームと脳
活動との関連性に注目した研究も取り組まれるようになり，テレビゲームプレ
イ中に前頭前野の脳活動が低下するという現象が多数報告された．脳活動とテ
レビゲームの関係に注目した研究として，開らがゲームジャンルによる脳活動
への影響の差を調査している．その結果，全てのゲームジャンルにおいて前頭
前野の脳活動が低下していると報告した．森昭雄は自らの研究をまとめた著書
「ゲーム脳の恐怖」の中で，テレビゲームが脳に与える悪影響を警告し，テレ
ビゲームプレイ中の脳波は，痴呆者の脳波と極めて似た状態であると指摘した．
最も重い状態である「ゲーム脳」状態になると，テレビゲームプレイ時以外の
時においても痴呆者と同じ脳波状態になり，集中力が低下して激情をコントロ
ールできずにキレやすくなるとし，脳への深刻なダメージを懸念してテレビゲ
ームプレイに警告を発した．しかし，これらの研究の中で複数人による対人プ
レイいう事項の取り扱いは，現時点ではほとんどされていない．また，協調的
な選択を行なう場合には前頭前野が活発に活動するというMcCabeらの研究など
から，テレビゲーム対人プレイでは，脳活動は低下するのではなく活性化する
ことが予想される．また，人間関係においてもテレビゲームが好影響を及ぼす
可能性も考えられる．本研究では，テレビゲームにおける協力プレイ時及び，
妨害プレイ時の脳活動と人物間親密度の変化について検討した．これらの実験
結果を踏まえて，「テレビゲームプレイにおいて妨害プレイ」を行ったときに
前頭前野の活動が活発となるということが確認された．また，タスク前後での
親密度変化から，複数人によるテレビゲームプレイによって，人物間関係にプ
ラスの影響が与えられるということを示した．これらの結果から，テレビゲー
ムをプレイすることは必ずしも前頭前野の活動を低下させ，人間関係に悪影響
を及ぼすものであるとは言い切れないであろう．  
